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体験レポートは
こちら（市ブログ）

　稲敷市では航空業界への興味や理解を深めてもらうために、市内の小学校に在籍する５、６年生とその保護者を対象に航空
業界学習支援事業を令和５年６月10日（土）に実施しました。機内では整備士による航空機の仕組みや仕事に関わるクイズ
など、普段の旅行では味わうことのできない特別なフライトを体験しました。	 市民福祉常任委員会所管事業（環境課）
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　令和５年第２回稲敷市議会定例会が６月６日（火）から６月19日（月）
までの14日間にわたり開かれました。
　本定例会には、議案等が16件（報告５件、令和５年度一般会計補正
予算２件、人事７件、工事請負契約の締結１件、和解及び損害賠償の額
を定めること１件）の上程があり、すべて可決されました。
　議会の審査経過及び議決の結果については下記のとおりです。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

６月６日（火） 開会
・議案等13件が上程され、市長より報告・提案理由説明を

受ける。
・人事７件の採決を行う。
 （７日　議案調査のため休会）

６月８日（木） ・議員６名による市政一般に関する通告質問を行う。

６月９日（金） ・議員５名による市政一般に関する通告質問を行う。
・各常任委員会へ議案１件を付託する。

６月 12 日（月） ・総務教育常任委員会による付託議案審査

６月 13 日（火） ・産業建設常任委員会による付託議案審査
 （14日　議事整理のため休会）

６月 15 日（木） ・市民福祉常任委員会による付託議案審査
 （16日　議事整理のため休会）

６月 19 日（月） ・各常任委員長から付託議案について審査報告を受け、
　議案１件の討論、採決を行う。
・追加議案３件が上程され、市長の提案理由説明を受け、
　質疑、討論、採決を行う。
閉会

令和５年第２回 令和５年第２回 
稲敷市議会定例会稲敷市議会定例会
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

報告第１号 令和４年度稲敷市一般会計予算の
継続費繰越計算書について

稲敷工業団地開発推進事業等１億
5,226 万３千円の繰越を報告するもの ― 報告

報告第２号 令和４年度稲敷市一般会計予算の
繰越明許費繰越計算書について

行政情報ネットワーク事業をはじめ、全
14 事業７億 3,077 万２千円の繰越を
報告するもの

― 報告

報告第３号 令和４年度稲敷市一般会計予算の
事故繰越し繰越計算書について

橋梁維持補修事業 1,381 万円の繰越
を報告するもの ― 報告

報告第４号 令和４年度稲敷市水道事業会計予
算の繰越計算書について

江戸崎新山地区配水管布設工事3,221
万円の繰越を報告するもの ― 報告

報告第５号 令和４年度稲敷市下水道事業会計
予算の繰越計算書について

公共下水道整備費 5,770 万円、公共
下水道更新費 8,300 万円、流域下水
道建設負担金 301 万４千円、事故繰
越１万４千円の繰越を報告するもの

― 報告

議案第 48号 令和５年度稲敷市一般会計補正予
算（第３号）

既定の予算総額に 8,468 万７千円を
増額するもの

総務教育
市民福祉
産業建設

原案可決
（17：0）

議案第 49号 教育委員会委員の任命について 押　砂　　髙橋　雅之 ― 原案同意
（17：0）

議案第 50号 固定資産評価審査委員会委員の選
任について 高　田　　今泉　房吉 ― 原案同意

（17：0）

議案第 51号 固定資産評価審査委員会委員の選
任について 下太田　　諸岡　三千雄 ― 原案同意

（17：0）

議案第 52号 固定資産評価審査委員会委員の選
任について 四　箇　　水飼　良一 ― 原案同意

（17：0）

議案第 53号 固定資産評価審査委員会委員の選
任について 脇　川　　坂本　正光 ― 原案同意

（17：0）

議案第 54号 固定資産評価審査委員会委員の選
任について 土浦市　　石上　康夫 ― 原案同意

（17：0）

議案第 55号 稲敷市、稲敷郡町村及び一部事務組
合公平委員会委員の選任について 阿見町　　横田　健一 ― 原案同意

（17：0）

議案第 56号 令和５年度稲敷市一般会計補正予
算（第４号）

既定の予算総額に３億 5,612 万７千
円を増額するもの ― 原案可決

（17：0）

議案第 57号 工事請負契約の締結について
西部増圧ポンプ場機能強化及び更新
工事を入札価格３億 6,828 万 7,040
円で契約するもの

― 原案可決
（17：0）

議案第 58号 和解及び損害賠償の額を定めるこ
とについて

損害賠償額を３万 6,950 円と定める
もの（運動施設内での事故） ― 原案可決

（17：0）

令和５年度一般会計補正予算令和５年度一般会計補正予算
8,468万 7千円を可決8,468万 7千円を可決
価格高騰緊急支援給付金給付事業、新型コロナウイルス予防接種事業など

※ 議長（根本光治）は採決に加わりません。ただし、可否同数の場合は議長により決することになります。
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中 沢　 仁
議　員

がけ地崩壊対策事業補助金について

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
今
後
の
展
望
は

　本市のがけ地崩壊対策事業補助金の事業内
容と実績について伺います。

　

本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
状
況
と
市
内
在
住
者
、
現
在

活
動
し
て
い
る
協
力
隊
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
近
い
将
来
を
見
据
え
た
起
業
支
援
策
に

つ
い
て
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　本市でも、がけ地崩壊対策を講じていかなければならないと考えます
が、市長の考えを伺います。

　補助事業の要件は、当該箇所の傾
斜が 30 度以上、崖高５メートル以

上のがけ地が条件で、事業実施者に対して交付対象
経費の２分の１の額、100 万円を限度として交付するものです。本事業を活用
して対策工事を実施した件数は、平成 26 年度３件、令和元年度１件、令和３年
度１件となっています。

　

平
成
27
年
度
か
ら
制
度
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
21
名
の

隊
員
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
任
期
を
終
了
し
た
隊
員
の

う
ち
、
５
名
は
市
内
に
定
住
し
、
起
業
も
し
く
は
働
き
な
が
ら
起
業
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
名
は
県
内
に
定
住
し
、
う
ち
１
名
は
市
内

に
就
職
を
し
て
お
り
、
合
計
６
名
の
方
が
本
市
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
７
名
の
隊
員
が
市
内
で
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
資
源
を
生
か
し
な

が
ら
市
内
で
の
将
来
的
な
起
業
、
事
業
継
承
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
期
間
の
報
酬
や
活
動
補

助
金
の
ほ
か
に
、
任
期
２
年
目
か
ら
任
期
終
了
１
年
以
内

に
市
内
で
起
業
ま
た
は
事
業
承
継
を
す
る
隊
員
に
対
し
１
５
０
万
円
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
起
業
さ
れ
た
３
名
の
隊
員
へ
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

中沢

中沢

土木管理部長

　
第
２
回
定
例
会
に
は
、
11
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介

し
ま
す
。

　
写
真
下
部
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ

ラ
や
専
用
ア
プ
リ
で
読
み
取
る
と
、
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご

視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

市民の安心・安全のため、

実効性のある施策を検討

定
住
や
地
域
の
活
性
化
に
期
待

　市の補助制度は、１件あたり（個人申請、複数人、複数世帯での合同工事）
100 万円を上限として運用しています。今後、使いやすい補助制度とな

るよう、要綱の見直しや要件の緩和など調査研究を進めていきます。

　

定
住
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
今
後
も
制
度
を
活
用

し
、
定
住
に
つ
な
が
る
起
業
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市長

中
沢

中
沢

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

市
長

筧
市
長

筧市長
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篠 田 純 一
議　員

消防団統合のビジョンは

教
育
分
野
で
の
官
民

連
携
は

地域の消防力を維持するために必

要な施策を進める

民
間
金
融
機
関
等
に
よ

る
出
張
授
業
を
検
討

　団員の確保については、どの地区でも苦慮して
おり、消防団本部としては、将来を見据えた組織

再編を計画しています。

　消防団本部と連携して分団、分団員の意見を聞き、意思を尊重しながら現
状把握に努めます。また、分団の統合に至るまでには区長の理解が必須です。

今後は分団、区長、本部、行政で話し合いをし、方向性を検討していきます。

　消防団員の確保が年々難しくなっています。今後、分団
の統合を進める上で分団員や区長の意見を聞き入れ、最終

的には消防団と消防団本部を行政がまとめるべきと考えます。ま
た、早急に分団統合のための組織再編案を示すべきと考えますが
ご意見を伺います。

篠田

　将来を見据えた消防団組織の在り方をしっかりと構築し、市民による自助、共助の
意識づくりを進めていきたいです。今後も地域の消防力を維持するために必要な施策

を進めながら安心・安全な稲敷市とするために努力します。

　

学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
金
融
教
育
に

関
す
る
学
習
を
児
童
、
生
徒
が
履
修
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
竜
ケ
崎
税
務
署
の
職
員
を
招
き
、

租
税
教
室
を
実
施
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　

開
か
れ
た
教
育
課
程
の
観
点
か
ら
も
専

門
家
で
あ
る
民
間
金
融
機
関
等
の
出
張
授

業
は
有
効
で
あ
り
、
今
後
、
各
学
校
と
相
談
し
な
が

ら
出
張
授
業
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

市長

　今後の方針を決めるには退団の時期も含めた分団員の率直な意見を聞き、現状を把
握することが大切だと考えます。また、分団の統合には、まず区長、分団、本部、行

政での話し合いが必要と考えますが見解を伺います。

　消防団の組織再編のためには自助、共助、公助の取組みを市民へ促し、協働意識の
醸成を図ることが重要と考えます。今後の消防団統合について市長の考えを伺います。

　

成
人
年
齢
が
18
歳
と
な
り
、
民
法
上
の

様
々
な
契
約
が
可
能
と
な
っ
た
今
、
小
中
学

校
に
お
い
て
の
金
融
教
育
は
非
常
に
重
要
で
す
。
本

市
の
金
融
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

教
職
員
の
負
担
軽
減
に
も
な
る
民
間
金
融

機
関
等
の
出
張
授
業
は
有
効
だ
と
考
え
ま

す
。
官
民
連
携
を
進
め
る
中
で
小
中
学
校
へ
取
り
入

れ
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

篠田

篠田

危機管理監

危機管理監

篠
田

篠
田

教
育
長

教
育
長

教
育
長

筧市長
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個に応じた指導や実践的な授業

づくりを行う

基
本
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
る

　将来の予測困難な時代において、子どもたちは臨機応変な対応力、新たな価値の創
造、他者尊重や社会参加のための教育が重要です。学校が人間性の育成にも貢献し、

家庭も含めた教育力の向上に取り組むべきと考えます。

市長

髙 山　 久
議　員

新しい時代に向けた教育力向上策は

稲
敷
東
IC
周
辺
開
発
の
今
後
は

　

稲
敷
東
IC
周
辺
で
は
農
業
企
業
誘
致
と
都
市
農
村
交
流
を
目
指

し
、
稲
敷
IC
周
辺
で
は
製
造
業
誘
致
に
注
力
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
、
茨
城
県
内
の
自
治
体
だ
け
で
な
く
、
圏
央
道
沿
線
の
千
葉
県
側
の

自
治
体
と
も
連
携
し
て
発
展
を
図
り
ま
す
。

　文部科学省の学習指導要領では、学校で身につける力を
「生きる力」と表現し、学ぶ力を子どもたちが習得するこ

とが期待されていますが、本市の学力調査結果は県平均に劣って
おり、学力向上策が必要です。教育振興基本計画にある「市内小
中学校教職員の指導力を高め、個人に応じた指導の充実」はどの
ような形で実施されているのか伺います。

　

圏
央
道
の
開
通
に
よ
る
経
済
効
果
は
大
き
く
、
沿
線
地
域
の
発

展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
稲
敷
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
IC
）

周
辺
の
開
発
は
、
農
業
用
地
と
し
て
の
法
規
制
が

厳
し
い
た
め
、
農
業
系
企
業
と
の
官
民
連
携
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
に
お
い
て
経
済

効
果
は
あ
っ
た
の
か
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

未
来
投
資
促
進
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
予
算
や

税
制
の
支
援
、
農
地
転
用
の
許
可
な
ど
が
受
け
ら

れ
ま
す
が
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

本
市
は
成
田
国
際
空
港
に
近
接
し
て
お
り
、
圏
央
道
沿
線
地
域

全
体
の
発
展
が
本
市
の
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
た
う
え
で
、
近
隣
自
治
体
の
首
長
同
士
が
政
策

的
な
連
携
を
取
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　学力向上は地元の魅力向上や雇用増加にもつながります。未来の教育環境について
の取組みを伺います。

髙山

髙山

　県学力診断テストや市基礎学力診断テストの結果を分析し、教職員の学力向上
のための研修を行っています。理科支援員の配置やタブレットを活用した授業改

善、少人数指導やティーム・ティーチングの導入などに取り組んでいます。

　

稲
敷
東
IC
周
辺
で
は
、Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
（
販

売
目
標
額
約
14
億
円
）
の
大
規
模
施
設
園
芸
の
生
産

拠
点
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
未
来
投
資
促
進
法
の
適
用
は
、
当
時
の

開
発
に
適
合
し
な
か
っ
た
た
め
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

教育長

教育長

髙
山

髙
山

地
域
振
興
部
長

市
長

筧
市
長
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無藤智恵美
議　員

令和６年度から導入可能か検討

　人口減少や生活困窮世帯の増加など将来への不安が広が
る中、本市にとって子どもたちは希望です。特に栄養や食

育を通じて健康な成長を促すために、学校給食が果たす役割につ
いて教育長の考えを伺います。

　農薬に含まれる殺虫成分が神経系の障がいを引き起こす可能性があることを専門家
が警鐘を鳴らしています。子どもたちの体と心の健康を守る上で大きな役割がある学

校給食での有機農産物の導入の試みについて伺います。

　慣行栽培を否定しているように聞こえてしまうかもしれませんが、そうではありま
せん。農薬は、収穫量の安定化、担い手の人数、作業量の軽減、作物の病気の予防な

ど多くのメリットがあります。しかし、給食においては、市ができる範囲で安全性の高いも
のを提供することが、子どもたちにしてあげられることではないでしょうか。有機給食の導
入について市長の考えを伺います。

　有機給食の実現に必要な追加経費や生産から食べるまでのルートや作り手の課題に
ついて、市内の生産者と直接話し合いながら検討しました。子どもたちのために、ま

ずは１か月からでも有機米を導入できると考えますが、可能であればいつからできますか。

無藤

無藤

無藤

無藤

学校給食への有機食材の導入を

　学校給食は、児童生徒の健康促進と食育に重要な役割
を果たしています。栄養バランスの取れた食事提供や食

習慣の指導を通じて、健全な発達や地域文化・伝統への理解を促
進します。

　これまで有機農産物を導入しようといった試みはありませんでした。理由とし
ては、価格の高さ、品質の不安、供給の不安定性の３点です。

　今年度は学校給食や供給先との調整、予算の関
係から確約できませんが、１か月分の有機米の導

入を基本とし、令和６年度から導入できるか検討します。

　有機給食の導入に関して、価格や供給の安定、衛生管理の課題などがあるため、学
校給食で全ての農産物を有機農産物にするのは難しいと考えています。しかし、本市

は農業が主産業であるため、食育の観点から可能な範囲で取り組むことを考えています。また、
既に有機米を栽培している農家も存在するため、有機米の給食への導入についても今後検討
していきたいと考えています。

市長

教育長

教育部長

教育部長

教育部長



一
般
質
問

8稲敷市議会だより　第73号

山 本 彰 治
議　員

本市のデジタル化の方向性は

民
生
委
員
の
推
薦
方
法
の
充
実
を

先進自治体を参考にデジタル化

を推進

周
知
と
勧
誘
に
努
め
る

　急速な人口減少社会において人手不足が予想されています。このため、機械ででき
る仕事は機械に任せ、職員は施策の立案や市民との関わりに注力することが重要です。

本市は市域が広く、DX 化は有効です。専門的人材を加えながら、総合計画に反映できるよ
う推進していきます。また、ChatGPT は課題解決の一つとして有効であると考えます。運
用ルールを整備しつつ、先進自治体を参考に前向きに検討していきます。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
福
祉
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
重
要
な
存
在
で
す
。人
材
確
保
の
た
め
に
、

周
知
と
勧
誘
に
努
め
な
が
ら
、
区
長
に
も
負
担
を
か
け
過
ぎ
ず
に
民

生
委
員
の
欠
員
が
生
じ
な
い
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市長

　時代の流れとともに社会全体のデジタル化が進んでいま
すが、デメリットやデジタルに不慣れな人々へのサポート

も考慮すべきです。まずは、本市のマイナンバーカードにおける
交付率と今後の交付促進策、トラブル対応について伺います。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
福
祉
を
支
え
る
民
生
委
員
で
す
が
、
そ

の
人
材
不
足
は
深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進

む
に
つ
れ
て
重
要
性
は
増
す
ば
か
り
で
す
が
、
本
市
の
民
生
委
員
の

定
数
と
欠
員
と
な
っ
て
い
る
地
区
の
数
を
伺
い
ま
す
。

　市が進めている DX 計画、そして全国的に試験的な導入が増えている ChatGPT
などの生成 AI に対して、市としてどのように取り入れていくのかを伺います。

　

民
生
委
員
制
度
は
法
律
で
細
か
く
規
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
で
工
夫

可
能
な
推
薦
方
法
を
見
直
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

山本

山本

　令和５年５月末時点の交付率は 72.9％です。
今後は医療機関や介護施設、交通手段のない独居の高齢者への交付方法の

検討を行います。また、本市ではコンビニ交付で他人の住民票が交付されたり、他人の写真
のマイナンバーカードを交付された事案は発生していません。このような誤りが起きないよ
うチェック体制を整えています。

　

本
市
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
定
数
は

１
０
８
名
で
す
。
欠
員
と
な
っ
て
い
る
地
区
は
、

江
戸
崎
地
区
（
犬
塚
本
郷
地
区
１
名
、
沼
田
台
地
区
１
名
、
南
ケ
丘

地
区
１
名
）、
桜
川
地
区
（
柏
木
・
堀
之
内
・
羽
生
・
柏
木
住
宅
地

区
１
名
、
東
三
次
・
馬
渡
地
区
１
名
）
合
計
５
地
区
５
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市民生活部長

山
本

山
本

保
健
福
祉
部
長

市
長

筧
市
長

筧市長
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鈴 木 正 志
議　員

さらなる投票環境
の向上に向け、新た
な取組みを検討

　昨年、稲敷市選挙管理委員会は、市長選挙と市議会議員
選挙を同時選挙とし、県議会議員選挙を単独で行うことを

選択しました。選挙管理委員会は選挙執行にあたり、どんな目標を
立てたのか、また同時選挙のメリット、デメリットについて伺います。

　選挙における今後の課題と対応について伺います。

　2015 年に選挙権年齢が 18 歳以上へと引き下げられ、小中学校における主権者教
育が肝要と考えますが、本市の取組みを伺います。

　今回の市議会議員選挙の投票率は 54.62％でした。前回の市議会議員選挙よりも投
票率が下がっていますが、前回の選挙を上回る投票率に至らなかった要因を伺います。

　投票率を上げるために投票所の雰囲気を明るくしたり、親子で投票所に来た人に楽
しんでもらえるようなキッズコーナーを設けるなど、投票率を上げるための今後の方

策を伺います。

鈴木

鈴木

鈴木

鈴木

鈴木

市長及び市議会議員選挙の総括は

　選挙を同時に行うことで、市民の関心を高め、前回より投票
率（前回市長選 56.32％、市議会議員選 55.02％）の向上を図る

ことを目標としました。同時選挙のメリットは、有権者の関心が高まることによる投票率の
向上、選挙にかかる経費の削減、投票所に有権者が足を運ぶ負担の軽減です。一方、デメリッ
トとしては、例えば市長選挙の投票用紙に市議会議員の候補者名を記入してしまうなど無効
となってしまう票が増えることです。

　投票率の向上のためには若年層の方が投票に行ってもらうこ
とが重要です。現在、取り組んでいる江戸崎総合高校での移動

期日前投票所の継続、また、小中学校については学校と連携しながら政治や選挙に興味を持
つような取組みを進めていきます。一方、市内４箇所で行った移動期日前投票所は、設置箇
所や回数の検証をし、高齢者などの負担軽減を図っていきます。さらに将来予想されるイン 
ターネット投票制度が確立した際には、進んで導入していきたいと考えています。

　年代別の投票率では、20 歳・30 歳代の投票率が低くなってお
り、このことが投票率の上がらない要因の一つと考えます。

　選挙の啓発方法の工夫、投票しやすい投票所の環境整備に取
り組んでいきます。また、投票しやすい環境づくりとしてショッ

ピングセンターへの投票所設置も検討していきます。

　小学校においては法やきまり、政治、経済などの学習を、中学校では模擬選挙
や模擬裁判等の実践的な体験活動を通じ学習しています。

選挙管理委員会書記長

選挙管理委員会書記長

選挙管理委員会書記長

選挙管理委員会書記長

教育長

選挙管理委員会書記長
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郷土を愛し、誇りに思う心を育む取組みを実施

必
要
な
業

務
に
導
入

し
た
い

　私が思ういなしきっ子とは、シビックプライドの醸成が
根底にあり、郷土を愛する心、誇りに思う心を持ち続ける

大人に育ってもらいたいと考えています。

　

地
域
活
性
化
企
業
人

制
度
は
、
観
光
振
興
や

地
域
の
特
産
品
の
開
発
、
行
政

デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
地
域
課
題

解
決
に
向
け
て
、
民
間
企
業
に

お
い
て
培
わ
れ
た
専
門
知
識
や

業
務
経
験
、
人
脈
な
ど
を
生
か

し
て
の
取
組
み
が
可
能
で
す
。

地
域
活
性
化
に
資
す
る
業
務
の

中
か
ら
同
制
度
の
導
入
に
適
し

た
業
務
を
選
定
し
、
導
入
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　稲敷市の誇る日本有数の用排水施設を活用して、多くの人たちに農業施設などを紹
介する取組みを関係機関とも協議しながら進めていきたいと思います。

　子どもたちが食への関心を高めるために直接参加できる稲作体験の実施を検討して
全庁横断的に取り組んでいきたいと思います。

市長

市長

市長

寺﨑久美子
議　員

輝く未来のための投資「いなしきっ子」の育成は

地
域
活
性
化
起
業

人
制
度
の
導
入
は

　第２次総合計画の「たくましく生きるいなしきっ子プロ
ジェクト」は中期計画の中で重点プロジェクトと位置づけ

られました。いなしきっ子と名前にこだわり計画していること、
願い求めているものは何か伺います。

　

地
域
活
性
化
起
業
人

制
度
は
、
企
業
で
培
わ

れ
た
人
脈
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

せ
る
制
度
で
、
専
門
職
を
雇
う

自
治
体
も
増
え
て
い
ま
す
が
、

本
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　郷土である本市への愛と誇りを持つためには、稲敷らしい施策が必要であり、中で
も稲作文化を子育てや教育に活かす考えはあるか伺います。

　トレーサビリティー（産地履歴）に関心が高まっていることを受け、給食の地産地
消が推奨されています。本市の地産地消及び食材の産地や給食の経費などをホーム

ページ等で公表することについて伺います。

　農地や土地改良施設の持つ役割の重要性に対する県民の理解を深める事業で交流活
動や保全活動ができる「ふるさと魅力発見隊事業」について伺います。

　稲作体験学習や担い手育成の点からスマート農業の学習も必要と思いますが見解を
伺います。

寺﨑

寺﨑

寺﨑

寺﨑

寺﨑

　本市の基幹産業である稲作を中心に、食育や郷土教育を関連させ、身近な学習
課題として取り組む必要性を感じています。

　産地や経費等の公表に向けて取り組んでいきたいと考えております。

教育長

教育長

寺
﨑

市
長

筧市長

筧
市
長
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染谷久仁桂
議　員

関係機関と連携し将来も維持する

　路線バスが減少したことにより、保護者の送迎や高校の
スクールバスなどを利用した通学が増えている状況であ

り、通学には、保護者の金銭的負担が大きくのしかかっています。
働く世代の保護者への通学補助金など考えられますが、現在、本
市で取り組んでいる子どもたちの通学手段の確保の実態と支援策
について伺います。

　免許を返納された高齢者、要介護者、障がい者、子育て世代の方などで、移動手段
がない方への交通インフラ整備は直近の課題ですが、現在、本市ではどのような支援

を行っているか伺います。

　今後の本市の交通インフラ整備に向けた取組みについ
て、その支援策を伺います。

染谷

染谷

染谷

今後の交通インフラ整備は

　園児の送迎については、認定こども園の３歳未満
の園児を除きバスを利用、また、小学校では各学校

で異なる方法を取っており、学校により徒歩やスクールバス、路
線バスなどを利用しています。中学校では、自転車や徒歩ですが、
東中学校では１台のスクールバスを利用している状況です。

　令和３年度より市内の路線バスの利用を促進するため、路線バスを利用
し通学する中学生・高校生・専門学校生・大学生等を対象に通学定期券の

補助を実施しています。

　本市は広域に人口が分布しているため、限ら
れた財源の中で効果的な移動手段を選択し、タ

クシー助成券を併用して公共交通体系を構築することを考えてい
ます。

　移動手段のない高齢者や車を所有していない人への対応として、移動
スーパーを開始し、利用者の安否確認を含めたサポートを行っています。

定期的なアンケート調査などを通じて、事業の定着を目指しています。また、介護タクシー
事業が通院などに利用されていますが、現在、利用者や事業者への補助は行っていません。

　市内の公共交通体系は、５社のバス事業者により運行されており、公共交通を維持
していく中で一番の課題は、市民の交通手段の確保です。しかし、人口減少やクルマ

社会による行動範囲の拡大等、公共交通の利用者数の減少が止まらない状況であり、維持費
用につきましても増加傾向です。今後、運行バス会社や公共交通関係者等と連携を図りながら、
将来においても維持できるよう進めていきます。

市長

教育部長

地域振興部長

地域振興部長

保健福祉部長

筧市長
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椎 野　 隆
議　員

平和教育事業の在り方、内容を検討

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
継
続
的
な
支
援
を
図
る

　昨今の国際情勢からも、核の恐ろしさ、平和の大切さを子どもたちに伝えることは
重要です。今後、平和教育事業の在り方、内容については民間の取組みなども勘案し、

検討していきます。

市長

広島平和記念式典への中学生派遣
事業の存続を

引
き
こ
も
り
対
策
は

　本市には被爆地である広島で行われる平和記念式典に中
学生を派遣する事業がありますが、今年は中止になりまし

た。今の国際情勢の中で必要な事業と考えますが、内容について
伺います。

　学校教育として、平和教育は必要だと考えます。今年度、補正予算を編成し、実施
する考えはないか、また来年度は当初から計画する考えはないか伺います。

　

現
在
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人
数
は
15

歳
か
ら
64
歳
ま
で
で
１
４
６
万
人
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
の
相
談
体
制
の
現
状
と
ひ
き

こ
も
り
の
推
計
人
数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

本
市
は
ひ
き
こ
も
り
に
対
し
て
ど
う
向
き

合
っ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

椎野

椎野

　

適
切
な
支
援
に
つ
な
ぎ
、
自
立
を
促
進
す

る
た
め
に
、
本
人
は
も
と
よ
り
家
族
に
対
し

て
も
相
談
支
援
が
必
要
で
す
。
相
談
窓
口
の
さ
ら
な
る

周
知
と
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
継
続
的
な
支
援

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　原爆や戦争の悲惨さを現地で体験し、平和と命の尊さを学ぶことを目的
に中学生派遣事業を実施してきました。平成 28 年度から令和元年度まで

の４回では、市内４つの中学校より男女１名ずつ合計８名、教師１名が派遣されています。
派遣前に事前学習をし、派遣後は活動報告書をまとめ、冊子にしました。また、各学校にお
いても広島での体験の発表や、校内新聞への掲載など、平和の大切さを広く生徒に伝えてい
ます。

　今年度は阿見町にある予科練平和記念館より講師を招き、各中学校にお
いて平和に関する講話を実施する予定です。この事業の成果を検証し、今

後の平和推進事業について検討していきます。

　

本
市
お
い
て
は
、
ひ
き
こ
も
り

相
談
の
入
口
と
し
て
自
立
相
談
支

援
機
関
で
包
括
的
な
相
談
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
に
も
相
談
先
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
推
計
人
数
の
定
期
的
な
調
査
は
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成
30
年
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、
15
歳
以
上
の

ひ
き
こ
も
り
該
当
者
は
47
名
で
し
た
。
し
か
し
、
実
際

に
は
も
っ
と
多
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

行政経営部長

行政経営部長

このほか農業後継者問題に関する質問がありました。

椎
野

椎
野

保
健
福
祉
部
長

副
市
長

筧市長

副
市
長



市
政
を
問
う

13 稲敷市議会だより　第73号

松 戸 千 秋
議　員

導入効果を調査研究する

施
設
利
用
割
引
制
度
導
入

を
検
討
す
る

　SDGs の目標 13「気候変動に具体的な対策を」の目標
を達成するためには、稲敷市民が安心・安全なまちで暮ら

すために必要な対策を講じて行かなくてはなりません。近年の災
害は、私たちの想定を大きく超えてきます。６月の台風２号によ
る被害状況と対応、また、月出里地区の浸水被害への今後の対策
について伺います。

　雨水による浸水被害の軽減、地震や火災などの緊急時の用水として使用できるよ
う、各家庭に雨水貯留タンクを設置するための補助金を交付している自治体がありま

すが、本市の補助金導入について伺います。

　

平
成
31
年
４
月
１
日
に
、
稲
敷
市
犬
猫
一
時
預

か
り
サ
ポ
ー
タ
ー
実
施
要
綱
が
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
犬
猫
一
時
預
か
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
で
ド
ッ
ク
ラ
ン
の
整

備
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

松戸

松戸

雨水貯留タンク設置補助制度ついて

ド
ッ
ク
ラ
ン
整
備
の
進
捗
は

　

現
在
の
犬
猫
一
時
預
か
り
サ
ポ
ー

タ
ー
は
４
名
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
課

題
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
増
え
て
お
ら
ず
、
犬
猫
を
一
時
預
か

り
し
た
場
合
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
労
力
や
費
用
な
ど
が
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
本
市
で
は
ミ
ル
ク
や
ペ
ッ

ト
シ
ー
ト
の
現
物
支
給
を
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
支
援

と
し
て
ノ
ミ
・
ダ
ニ
駆
除
、
予
防
の
支
援
に
つ
い
て
、
市

内
の
動
物
病
院
の
協
力
を
得
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　被害状況は、冠水が 24 箇所、国道 125 号線高橋川と国道 408 号線伊佐津橋、
羽賀沼橋が通行止めとなりました。また、床下浸水は鳩崎地区８件、月出里

地区４件、蒲ケ山地区１件、高田地区１件。床上浸水は、鳩崎地区で２件ありました。その他、
土砂流出が 13 箇所、倒木が４箇所ありました。令和元年の台風で被害の大きかった箇所へ
事前に排水ポンプ設置や増設で対応しました。

　月出里地区の浸水区域については、昨年度より整備を進めており県道部分の排水管
の敷設は完了し、今年度も整備を進め早期の完成を目指しています。その他、市内にお

いて災害等により被害を受けた方に対し、被害の大きさに応じて災害見舞金を支給しています。

　県内で補助金制度がある自治体は３市村ですが、先進地などの状況を見ながら、導
入効果など調査・研究が必要と考えています。

　

ド
ッ
ク
ラ
ン
整
備
の
検
討
の
中
で
、
場
所
の
選

定
や
運
用
に
つ
い
て
の
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
市
内
に
は

民
間
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
が
４
か
所
あ

り
、
施
設
利
用
の
割
引
制
度
の
導
入
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市長

市長

危機管理監

市
民
生
活
部
長

松
戸

松
戸

市
長

筧市長

筧
市
長



一
般
質
問

14稲敷市議会だより　第73号

浅 野 信 行
議　員

しっかりと準備を整え、

早期に開始できるよう検討

　今年度に入り徐々にではありますが、接種費用の助成を行っ
ている市町村やワクチン接種をしたいとのニーズも増えてい

るものと認識しており、帯状疱疹の発症や重症化を抑えることができ
る予防接種の意義は大変大きいものと考えています。ワクチン接種助
成の実施に向けて準備を進めていますが、新型コロナワクチンやイン
フルエンザワクチン接種の時期や医療機関への負担等を考慮し、接種
開始の時期を検討していきます。

市長

帯状疱疹ワクチン接種の費用助成は

　帯状疱疹は、皮膚に神経痛のような痛みが起こり、その
後に水膨れを伴う発疹が帯状に現れ、長い間痛みが残ると

ても辛い病気です。そこで、ワクチンの種類、効果の程度、副反
応について伺います。

　公費助成導入の動きが拡大していますが、近隣自治体における助成の状況について
伺います。

　帯状疱疹予防ワクチンの啓発と普及は、50 歳以上の成人、高齢者の人生 100 年時
代に向けた、医療費の抑制、労働生産性の向上が期待でき、社会全体の利益につなが

ると考えますが、市長の考えを伺います。

浅野

浅野

浅野

　帯状疱疹を予防するワクチンは、生ワクチン
と不活化ワクチンの２種類があり、50 歳以上の方が対象となっています。

生ワクチンの接種費用は 8,000 円程度で接種回数は１
回、不活化ワクチンは、１回２万円で２回接種する必要
があります。ワクチンの効果は、50 歳から 59 歳におい
て、生ワクチンは 69％、不活化ワクチンは 95％であり、
持続性は、生ワクチンは５年程度、不活化ワクチンは９
年以上です。不活化ワクチンは、生ワクチンに比べ、よ
り高い効果と長期間予防効果が期待できます。主な副反
応としては、注射部位の発赤や腫れ、発熱、筋肉痛などで、
２～３日で症状が弱まります。

　県内の自治体では、美浦村をはじめ４市町村が本年４月１日より、また
隣接している千葉県神崎町でも助成を開始しました。助成額は、美浦村で

は生ワクチンが 4,000 円、不活化ワクチンが１万円を２回の助成、神崎町では生ワクチンの
助成はありませんが、不活化ワクチンは１万円を 2 回助成し、いずれも生涯１度の助成となっ
ています。

保健福祉部長

保健福祉部長

筧市長



常常任任委委員員会会のの審査経過と結果常常

15 稲敷市議会だより　第73号

委
員
長
　
寺
﨑
　
久
美
子
　

　

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
１

議
案
に
関
す
る
審
査
経
過
と
結
果
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
48
号　

令
和
５
年
度
稲
敷
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
審
査
で
は
、

既
定
の
予
算
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
，

４
６
８
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
２
２
０
億
２
，
８
６
０
万
６
千
円
と
す
る

も
の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
園
児
の
安
心
・
安
全
対
策
支

援
事
業
の
国
庫
補
助
金
で
３
１
７
万
円
、
同

事
業
の
県
補
助
金
で
２
５
５
万
５
千
円
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確

保
事
業
の
国
庫
支
出
金
で
４
４
８
万
円
、
繰

越
金
で
６
，
６
６
３
万
４
千
円
、
市
債
に
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
７
１
０
万
円
追
加

す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
に
６
，
９
６
４
万
５

千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
、
主
な
も
の
は
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
給
付
事
業
４
，
５

６
０
万
９
千
円
、
園
児
の
安
心
・
安
全
対
策

支
援
事
業
９
１
１
万
６
千
円
で
あ
り
、
衛
生

費
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
事

業
で
４
４
８
万
円
を
追
加
し
、
教
育
費
に
７

４
６
万
２
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
、
主
な

も
の
は
中
学
校
施
設
維
持
管
理
費
で
７
１
７

万
２
千
円
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
１
議
案
に
つ

い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
山
本
　
彰
治
　

　

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
１

議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
経
過
と
概
要
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
48
号　

令
和
５
年
度
稲
敷
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
う
ち
当
委
員

会
所
管
部
分
に
つ
い
社
会
福
祉
課
所
管
で

は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
等
の
補
助
金
交
付
額
決
定
に
よ

り
償
還
金
利
子
及
び
割
引
料
を
５
，
３
０
３

万
円
追
加
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
活
福
祉
課
所
管
で
は
、
10
月
か
ら
の
生

活
保
護
制
度
改
正
に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
改
修
費
等
１
４
９
万
９
千
円
を
追
加
補

正
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

高
齢
福
祉
課
所
管
で
は
、
高
齢
者
生
活
支

援
事
業
の
移
動
ス
ー
パ
ー
に
つ
い
て
、
利
用

者
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
ふ
ま
え
、
事
業

者
と
協
議
の
結
果
、
利
用
者
の
要
望
に
沿
っ

た
運
行
実
施
に
向
け
、
２
台
目
の
車
両
を
購

入
す
る
た
め
、
移
動
販
売
車
両
購
入
費
補
助

金
６
０
０
万
円
を
追
加
補
正
す
る
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

健
康
増
進
課
所
管
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
個
別
接
種
促
進
事
業
に
つ
い
て
、
令

和
５
年
度
よ
り
市
町
村
が
実
施
主
体
な
る
た

め
、
接
種
を
指
定
し
た
期
間
、
回
数
に
応
じ

て
診
療
所
へ
交
付
す
る
個
別
種
促
進
補
助
金

４
４
８
万
円
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
１
議
案
に
つ

い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
根
本
　
浩
　

　

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
１

議
案
に
関
す
る
審
査
経
過
と
結
果
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
48
号　

令
和
５
年
度
稲
敷
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
所
管
の
審
査
で
は
、
観

光
振
興
事
務
費
に
35
万
円
を
追
加
す
る
も
の

で
、
８
月
３
日
に
開
催
さ
れ
る
「
大
相
撲
龍

ケ
崎
場
所
」
で
の
協
賛
金
及
び
本
市
の
Ｐ
Ｒ

ブ
ー
ス
出
展
負
担
金
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
で

稲
敷
市
産
の
米
を
配
布
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

米
袋
を
本
市
出
身
の
第
７
代
横
綱
稲
妻
雷
五

郎
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
や
、
稲
妻
雷
五
郎

を
知
ら
な
い
方
で
も
分
か
る
よ
う
説
明
を
入

れ
た
も
の
を
設
置
・
添
付
す
る
な
ど
の
検
討

を
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

産
業
振
興
課
で
は
、
商
工
業
振
興
事
務
費

に
２
７
５
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
、
稲
敷

市
商
工
会
の
事
務
所
移
転
に
よ
る
、
新
事
務

所
改
修
費
用
の
２
分
の
１
を
上
限
と
し
て
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

委
員
か
ら
は
、
移
転
に
伴
う
補
助
金
支
払

い
時
期
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
担
当
課
か

ら
は
６
月
19
日
の
議
決
で
可
決
と
な
れ
ば
、

速
や
か
に
補
助
金
の
申
請
を
し
て
い
た
だ

き
、
工
事
完
了
後
、
補
助
金
額
が
確
定
で
き

次
第
、
お
支
払
い
し
た
い
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
１
議
案
に
つ

い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
６
月
２
日
に
発
生
し
た
台
風

２
号
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
稲
敷
市
議

会
議
員
全
員
の
総
意
に
よ
り
、
浸
水
被
害

が
大
き
か
っ
た
取
手
市
内
の
災
害
復
旧
事

業
・
被
災
者
支
援
事
業
等
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
支
援
金
と
し
て
取
手
市
議

会
に
寄
付
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
６
月
20
日
、
支
援
金
を
寄
付

（
右
か
ら
）

取
手
市　

落
合
信
太
郎
副
議
長

取
手
市　

金
澤
克
仁
議
長

根
本
光
治
議
長

岡
沢
亮
一
副
議
長

総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

取
手
市へ支
援
金
を
寄
付
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研
修
日
：
令
和
５
年
５
月
25
日
（
木
）

研
修
先
：
稲
敷
市
役
所
防
災
倉
庫

（
犬
塚
）、
江
戸
崎
給
食
セ
ン
タ
ー

（
高
田
）

　

当
委
員
会
は
、
災
害
時
に
備
え

て
保
管
さ
れ
て
い
る
備
蓄
品
の
運

用
状
況
及
び
保
管
状
況
等
を
確
認

す
る
た
め
、
稲
敷
市
役
所
本
庁
舎

に
あ
る
防
災
倉
庫
及
び
各
地
区
に

設
置
さ
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
型
防

災
倉
庫
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

危
機
管
理
課
よ
り
保
管
す
る
備

品
の
概
要
及
び
災
害
時
の
運
用
体
制
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
防
災

訓
練
の
実
施
状
況
や
賞
味
期
限
間
近
な

備
蓄
品
の
有
効
活
用
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
地
区
に
あ
る
コ
ン
テ
ナ
型

研
修
日
：
令
和
５
年
４
月
20
日
（
木
）

研
修
先
：
稲
敷
市
障
が
い
者
セ
ン

タ
ー
ハ
ー
ト
ピ
ア
い
な
し
き
（
佐

原
組
新
田
）、
み
ん
な
の
学
校
い
な

し
き
（
曲
渕
）

　

当
委
員
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
、

市
内
の
障
害
者
福
祉
施
設
の
状
況

調
査
と
、
公
共
施
設
借
用
に
よ
り

事
業
を
運
営
し
て
い
る
社
会
福
祉

法
人
に
つ
い
て
、
事
業
計
画
の
進

捗
状
況
や
施
設
活
用
状
況
等
の
実

態
を
把
握
す
る
た
め
、
４
月
20
日

に
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

稲
敷
市
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー
ハ
ー
ト

ピ
ア
い
な
し
き
で
は
、
生
活
介
護
事
業

の
登
録
者
が
21
人
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
事
業
に
は
24
人
、
生
活
訓
練
と
し
て

防
災
倉
庫
を
視
察
す
る
た
め
、
同

様
の
も
の
が
設
置
さ
れ
た
江
戸
崎

総
合
運
動
公
園
を
視
察
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
災
害
時
の
コ
ン
テ
ナ

の
鍵
開
け
や
各
家
で
の
日
頃
の
備

蓄
の
大
切
さ
に
つ
い
て
呼
び
掛
け

る
こ
と
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
施
設
や
厨
房
機
器
の

老
朽
化
状
況
及
び
米
飯
の
提
供
状

況
等
の
確
認
の
た
め
、
江
戸
崎
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

江
戸
崎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
及

び
あ
ず
ま
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
統
合

か
長
寿
命
化
な
の
か
を
含
め
、
食
の
提

供
に
つ
い
て
は
今
後
も
議
論
が
必
要
と

思
わ
れ
、
子
育
て
し
や
す
い
教
育
環
境

整
備
を
人
口
減
少
や
財
政
面
か
ら
引
き

続
き
調
査
を
し
て
い
き
ま
す
。

の
お
泊
ま
り
訓
練
に
12
人
が
利
用

し
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
２
類

か
ら
５
類
に
な
る
こ
と
を
ふ
ま
え

て
、
こ
れ
ま
で
自
粛
し
て
い
た
屋

外
で
の
行
事
を
検
討
し
て
い
く
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
旧
あ
ず
ま
南
小
学
校
を

活
用
し
て
い
る
、
み
ん
な
の
学
校

で
は
、
生
活
介
護
事
業
や
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
事
業
の
ほ
か
に
、
生

活
困
窮
者
世
帯
に
対
す
る
学
習
支

援
も
し
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。昨
年
か
ら
は
、２
ヶ
月
に
１
回
、

こ
ど
も
食
堂
を
始
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
今
後
は
、
地
域
に
密
着
し
た

イ
ベ
ン
ト
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

総務教育常任委員会視察報告

市民福祉常任委員会視察報告

防災倉庫で備蓄品の
管理・運用状況ついて質疑

江戸崎学校給食センターの施設
や厨房機器の老朽化状況を確認

みんなの学校の事業説明・質疑
各教室で行われている作業の説明

ハートピアの事業説明・質疑
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令和５年第１回稲敷市議会臨時令和５年第１回稲敷市議会臨時会会
　令和５年第１回稲敷市議会臨時会が４月21日（金）に開かれました。本臨時会には、議案
等が７件の上程があり、全議員出席のうえ、全会一致によりすべて可決されました。

議案番号 件　　　名 内　　　容 審議結果
（賛成：反対）

議案第 41 号 専決処分の承認を求めることについて（稲敷
市税条例の一部を改正する条例）

「地方税法等の一部を改正する法律」並び
に政令 ･ 省令の改正に伴い「稲敷市税条
例」の一部を改正するもの

原案承認
（17：0）

議案第 42 号 専決処分の承認を求めることについて（稲敷
市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

「地方税法施行令の一部を改正する政令」
の公布に伴い「稲敷市国民健康保険税条
例」の一部を改正するもの

原案承認
（17：0）

議案第 43 号 専決処分の承認を求めることについて（稲敷
市国民健康保険条例の一部を改正する条例）

「健康保険法施行令等の一部を改正する政
令」の施行に伴い「稲敷市国民健康保険
条例」の一部を改正するもの

原案承認
（17：0）

議案第 44 号 専決処分の承認を求めることについて（令和
４年度稲敷市一般会計補正予算（第１２号））

既定の予算総額から 1 億 1,464 万４千円
を減額するもの

原案承認
（17：0）

議案第 45 号
専決処分の承認を求めることについて（令和
４年度稲敷市国民健康保険特別会計補正予算

（第４号））
既定の予算総額に１万２千円を追加する
もの

原案承認
（17：0）

議案第 46 号 令和５年度稲敷市一般会計補正予算（第２号） 既定の予算総額に 4,614 万７千円を追加
するもの

原案可決
（17：0）

議案第 47 号 和解及び損害賠償の額を定めることについて 損害賠償額を９万 5,950 円と定めるもの
（公用車の物損事故）

原案可決
（17：0）

　
稲
敷
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
福

祉
、
教
育
、
道
路
、
上
下
水
道
な
ど

市
民
生
活
に
深
く
か
か
わ
る
様
々
な

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
仕
事
（
市
政
）
を
進
め

る
う
え
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
意

見
が
十
分
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
市
民

が
一
堂
に
会
し
て
市
政
の

運
営
に
つ
い
て
話
し
合
う

こ
と
は
困
難
な
た
め
、
選

挙
に
よ
っ
て
、
市
議
会
議

員
や
市
長
を
市
民
の
代
表

と
し
て
選
び
、
市
政
の
運

営
を
ゆ
だ
ね
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
は
議
事
機
関
と

呼
ば
れ
、
議
案
の
審
議
を

通
し
て
住
民
の
求
め
る
市

政
の
基
本
的
な
方
針
を
決

定
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
市
議
会

の
決
定
に
基
づ
い
て
実
際

に
仕
事
を
行
う
の
が
市
長

で
、
市
長
を
は
じ
め
教
育

委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員

会
、監
査
委
員
な
ど
を「
執

行
機
関
」
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
議
会
は
、
執

行
機
関
が
行
っ
た
仕
事
が
本
当
に
住

民
の
た
め
に
な
っ
た
か
ど
う
か
に
つ

い
て
も
チ
ェ
ッ
ク
も
し
ま
す
。

　
市
議
会
と
市
長
は
、
ま
っ
た
く
対

等
の
立
場
に
立
っ
て
、
互
い
に
尊
重

し
、
協
力
し
合
う
こ
と
で
調
和
と
均

衡
を
図
り
な
が
ら
よ
り
良
い
市
政
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
議
会

市
議
会
の
し
く
み
と

の
し
く
み
と
役
割
役
割
をを
紹
介
紹
介
し
ま
す

し
ま
す

※　議長（根本光治）は採決に加わりません。ただし、可否同数の場合は議長により決することになります。

会議公開
議会報告会 選挙

行政サービス

予算や条例などを提案

議決、調査・検査

選挙
請願・陳情
傍聴

市 民

市長
（執行機関）

市議会
（議事機関）
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月9 5 日火となります。

次回定例会開会予定は

※変更になる場合があります。
●午前 10時より
●開催場所：稲敷市庁舎４階　議会議場
　（稲敷市犬塚 1570 番地１）
●電話：029-892-2000（代表）
　FAX：029-893-1573

委
員
長　
　
根　
本　
　
　
浩

副
委
員
長　
　
鈴　
木　
正　
志

委　
　
員　
　
山　
本　
彰　
治

委　
　
員　
　
寺　
﨑　
久
美
子

委　
　
員　
　
染　
谷　
久
仁
桂

委　
　
員　
　
無　
藤　
智
恵
美

市議会ホームページをご覧ください
稲敷市ホームページ　http://www.city.inashiki.lg.jp/
スマホアプリ「マチイロ」で議会だよりがご覧になれます。 

稲敷市議会 検索

環境にやさしい植物油インキを使用しています。
再生紙を使用しています。

　

私
は
３
年
前
に
千
葉
県
職
員
を
定

年
退
職
し
ま
し
た
。
定
年
後
は
私
を

育
ん
で
く
れ
た
地
域
に
恩
返
し
が
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
高
齢
者
の
「
体
を
元
気
に
し
よ

う
！
」
と
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

の
指
導
者
を
志
し
、「
心
を
元
気
に
し

よ
う
！
」
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
次
に
「
地
域
を

元
気
に
し
よ
う
！
」
と
市
議
会
議
員

選
挙
に
立
候
補
し
ま
し
た
。
挑
戦
し

た
こ
と
で
新
た
な
人
と
の
出
会
い
や

出
来
事
が
あ
り
、
見
え
る
世
界
が
変

わ
り
、
生
き
る
世
界
が
変
わ
っ
て
き

た
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

自
分
の
考
え
方
が
人
生
を
変
え
、

人
生
を
創
る
！
特
に
若
者
は
常
に
挑

戦
者
で
あ
れ
！

（
鈴
木　

正
志　

記
）

　議会の傍聴は、稲敷市役所庁舎４階で開催当日に

受け付けています。

①受付時間は午前８時 30 分から

②傍聴の予約はできません

③傍聴席は 50 席（他、報道関係８席）

　車椅子スペース３席程度

④庁舎１階のモニターで議会の生中継を行います

　次回の詳しい日程については、議会事務局までお

問い合わせください。

議会議会をを傍聴傍聴してみませんかしてみませんか

　

全
国
市
議
会
議
長
会
並
び
に
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
よ

り
市
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
伸
張
発
展
及
び
市
政

の
向
上
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
て
、
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
及
び
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
　
　
在
職
二
十
年
以
上

茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
　
　
在
職
八
年
以
上

根
　
本
　
　
　
浩

髙
　
野
　
貴
世
志

黒
　
田
　
茂
　
勝

中
　
沢
　
　
　
仁


